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Aさんの余暇時間の過ごし方に対するチーム支援
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◎チーム支援①(前半)

◎チーム支援②(後半)

余暇時間の過ごし方へのチーム支援

更衣室での衣類の脱着行動

他の人に対する他害行為
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Aさんの基本情報

Aさんのプロフィール

年齢 10代後半

性別 男

診断 知的障害 自閉スペクトラム症

愛の手帳 2度

障害支援区分 ６

ABC-J(異常行動チェックリスト) 86点

強度行動障害判定表 31点
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Aさんの課題となっている行動

更衣室での衣類の脱着行動

トイレで下着を濡らす

他の人に対する他害行為
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Aさんの課題となっている行動

◎更衣室で衣類を脱いだり着たりを何度も繰り返す。

◎更衣室内での衣類の脱着の繰り返しだけでなく、更衣
室への出入りも何度も繰り返す。

◎1時間～長い時は半日程度繰り返している。

更衣室での衣類の脱着行動
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Aさんの課題となっている行動

トイレで下着を濡らす

◎更衣室で脱いだ下着だけでなく全ての下着を濡らす。

◎濡れた下着を履けないことを納得ができない。

◎下着を濡らせないとパニックになる。
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Aさんの課題となっている行動

◎自分の思い通りにいかない時。

◎職員からの制止があった時。

◎パニックになった時は職員、利用者関係なく近くにいる
人を叩く。

他の人に対する他害行為
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課題となっている行動の観察

余暇時間に
1人で過ごしている

更衣室で
全ての衣類を脱ぐ

職員が衣類を着ること
を絵カードで促す

A：事前 B：行動 C：事後

職員の促し
トイレで

脱いだ下着を濡らす
再度絵カードで促す

職員の促し
促した職員を叩き、抓っ
たあと、近くにいる利用
者を叩きに行く

場面転換のために
外へ誘導する

行動観察の記録
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時間帯別の更衣室への入室回数
記録の可視化
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ストラテジーシート
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更衣室での衣類の脱着行動のABC分析

登所後の余暇時間
に1人でいる時

更衣室で衣類を脱
いだり着たりする

衣類の脱着をするこ
とで時間を過ごせる

A：事前 B：行動 C：事後

※外活動中や昼食を食べている時はその行動はみられない

何が目的？
行動の結果から得ら
れていることは？
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Aさんにとって登所後の余暇時間とは

登所後の余暇時間
に1人でいる時

A：事前

職員が考えていた
Aさんにとっての「登所後の余暇時間」とは…。

分析前
→自由な時間
→好きに過ごしてよい時間

分析後
→何もすることが無い時間？
→何をしてよいか分からない時間？
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特性と環境とのミスマッチ

◎自分で予定を立てることが難しい
◎今やるべきことを自分で判断する
のが難しい

◎余暇時間
◎特に何もすることが無い
◎周囲に興味のあるものがない

更衣室で衣類を脱いだり着たりする
（衣類の脱着をすることで時間を過ごせる、何かやることが欲しい）

想像力の特性 環境

結果

ミスマッチ！
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・余暇活動の導入

・余暇活動場所の設置

・刺激の少ない環境

・職員と一緒に予定を確認

・更衣室内の工夫

特性に配慮した環境への工夫

◎自分で予定を立てることが難しい
◎今やるべきことを自分で判断する
のが難しい

想像力の特性

配慮する
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望ましい行動（支援目標①）

◎余暇活動（ビーズ通し）に取り組む

「更衣室での衣類の脱着」≠好きな活動

→①Aさんの強みを活かした得意な余暇活動

→②余暇活動をすることで「何をしてよいか分から
ない不安な時間」を「目的を持った過ごし方が
できる時間」へ
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更衣室内と余暇活動の工夫
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更衣室への入室傾向の変化
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更衣室への入室傾向の変化
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チーム支援①の評価

更衣室での衣類の脱着行動

トイレで下着を濡らす

他の人に対する他害行為他の人に対する他害行為
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課題となっている行動の再観察

1人でビーズ通し
をしている

（余暇活動中に）

声が気になる
利用者を叩く

職員が制止し余暇活
動へ促す

A：事前 B：行動 C：事後

職員の促し
一旦席に戻るも、再
び叩きに行こうとする

職員が制止し余暇活
動へ促す

職員の促し
場面転換のために
外へ誘導する

行動観察の記録

促した職員を叩き、抓っ
たあと、近くにいる利用
者を叩きに行く
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声が気になる利用者を叩く行動のABC分析

1人でビーズ通し
をしている

（余暇活動中に）

声が気になる
利用者を叩く

(ほとんど1人の特定の利用者)

・相手を静かにできる？
・自分の気持ちが伝わる？
・職員が関わってくれる？
・余暇活動が楽しくない

A：事前 B：行動 C：事後

何が目的？
行動の結果から得ら
れていることは？
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Aさんにとってビーズ通しをしている時とは

1人でビーズ通し
をしている

（余暇活動中に）

A：事前

職員が考えていた
Aさんにとって「ビーズ通しをしている時」は…。

分析前
→強みを活かした余暇活動をしている
→目的を持った過ごし方ができている時間

分析後
→強みは活かせているが、好きではない？
→目的は分かっているが、集中できない？

22



特性と環境とのミスマッチ

◎発信が難しい
◎聴覚が過敏
◎今やるべきことを自分で判断する
のが難しい

◎気になる声が聞こえる
◎作業に集中できない
◎作業内容が好きではない

声が気になる利用者を叩きに行こうとする
（相手を静かにできる？自分の気持ちが伝わる？職員が関わってくれる？余暇活動が楽しくない？）

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、想像力、感覚の特性 環境

結果

ミスマッチ！
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・余暇活動と予定確認場所の移動

・気になる人とは動線を別にする

・ビーズに代わる余暇活動の導入

・本人が好きなキャラクターやイラスト

・専用の余暇活動用のケースを用意

特性に配慮した環境への再工夫

◎発信が難しい
◎聴覚が過敏
◎今やるべきことを自分で判断する
のが難しい

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、想像力、感覚の特性

配慮する
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◎余暇活動（パズル）に取り組む

→①Aさんの強みと「好き」を活かした余暇活動

→②余暇活動を「目的は理解しているが内容や集
中するのが難しい活動」を「好きな(居心地の
良い)過ごし方ができる活動」へ

望ましい行動（支援目標②）
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余暇活動場所と更衣室の再工夫
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まとめ① Aさんの変化

・他害をする怖い人

・パニックにさせたくない人

・特定の職員だけが関わる人

・こだわり行動を1日している人

・笑顔がさわやかな青年

・特性に合った配慮が必要な人

・誰とでも関わることができる人

・見通しをもった過ごし方ができる人

1年前のAさん 現在のAさん
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まとめ② 考察

◎スマートホンを使った記録は、記録やデータの取り
扱いやすさがあり、支援の効果が見やすく職員のモ
チベーションを保つことにも繋がった。

◎特性に基づいた仮説を立てた支援と記録やデータ
を根拠にした支援の振り返りと見直し
ー(PDCAサイクル)

◎特性に合わせた環境や支援があることが大前提
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まとめ③ 感想

◎特性に基づいた支援の展開
・利用者からの大事なメッセージを受け取る

◎経験と勘に頼った支援からの脱却
・主観的な支援→エビデンスベース（客観的な）支援

◎施設全体(チーム)で取り組む
・所属長の理解が必要

◎利用者の将来を意識した支援の展開
･支援の目標＝地域での継続的な生活
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